《学習指導要領が、「探究活動」から「特別活動」に移行とは》
◼️新学習指導要領において「総合的な探究の時間」が「特別活動」に移行するというのは、厳密な教育課程（カリキュラム）の変更というより、探究学習で身につけた知識や課題解決のスキルを、特別活動（学級活動や生徒会など）での集団生活やキャリア教育の実践に生かすという連携・役割分担の強化を指します。 

《この関係性を分かりやすく整理すると、以下のようになります。》
1. 総合的な探究の時間（探究）の役割
【ねらい】：
自ら課題を見つけ、情報を集めて分析し、解決策をまとめる「探究的な学習のプロセス」を身につけること。

【活動例】：
個人やグループでの調査学習、地域課題の解決策の提案など。 

2. 特別活動（特活）の役割
【ねらい】：
集団活動や体験を通じて、社会性や人間関係形成、自己実現、社会参画の力を育むこと。

【活動例】：
学級活動（ホームルーム）、生徒会活動、クラブ活動、学校行事など。 

3. なぜ移行・連携が重視されるのか
現在の学習指導要領では、「カリキュラム・マネジメント」の視点からこれら2つの役割が明確に分担されています。探究の時間で学んだ「課題解決の基礎」を、特別活動の「集団の話し合い（学級会など）」や「社会参画（防災やボランティアなど）」に持ち込むことで、単なる調べ学習に終わらせず、実社会で生かせる「生きた力」へ昇華させることが求められているためです。 

《教育旅行(修学旅行)の目的が、探究活動から特別活動へ学びの場へ総合的な探究の時間を年間カリキュラムが、修学旅行を軸に構築目的》
◼️修学旅行を軸に年間カリキュラムを構築するのは、単なる観光から「探究活動（課題設定・調査）」と「特別活動（集団生活・協働性）」を統合するためです。教室での学び（事前学習）を現地（修学旅行）で実践し、事後学習へとつなげる一連のプロセスにより、生きた学びのサイクル（PBL）を確立する目的があります。

《この構築目的は、主に以下の3つの要素に分けられます。》
【探究学習の実践と深化】
「総合的な探究の時間」で立てた問いや仮説（SDGs、地域課題など）を、現地でのフィールドワークや体験活動を通して検証し、実社会と結びつけるため。 

【特別活動との有機的な連関】
修学旅行が持つ本来の目的である「集団生活の規律」や「協調性、公共の精神」といった特別活動のねらいと、探究学習を掛け合わせることで、生徒の社会性や主体性をより実践的に育成するため。 

【学びの体系化】
事前学習（探究・計画）→ 修学旅行（実体験）→ 事後学習（まとめ・発信）」をひと繋がりの年間カリキュラムとして構築し、点在しがちな知識や経験を有機的につなぎ、深い学びに昇華させるため。


＊教育旅行における「QST」とは、
修学旅行などの校外学習に探究学習（クエスト）を取り入れた新しいプログラムや概念のことです。単なる観光にとどまらず、社会課題の現場を訪れて学び、生徒自身の自己変容や行動変容を促すことを大きな目的としています。 

「QST」：「Quest Short Trip（クエスト・ショート・トリップ）」
全国の地域課題や地方創生に取り組むフィールドワーク型の探究行事です。 

【内容】: 
生徒が日本各地の地域を訪れ、社会課題の解決に挑む現地の人々と対話・交流します。

【目的】: 
教室の中だけでは得られないリアルな体験を通じて、生徒の視野を広げ、自ら問いを見つける力を養います。 


